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　金
きん

龍
りゅう

山
ざん

浅
せん

草
そう

寺
じ

は、推古天皇36年（628）、隅
すみ

田
だ

川
がわ

に現れた観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

像を本尊とする、
浅
あさ

草
くさ

観
かん

音
のん

として広く親しまれる観音霊場のひとつです。慈
じ

覚
かく

大
だい

師
し

円
えん

仁
にん

（794 ～ 864）
によって中興されたと伝えられる、天

てん

台
だい

宗
しゅう

の古
こ

刹
さつ

としても知られます。昭和25年（1950）
に天台宗から独立して聖

しょう

観
かん

音
のん

宗
しゅう

となり、今日に至ります。また、東京国立博物館と同じ
台
たい

東
とう

区
く

に所在する古来有数の名所でもあり、江戸時代以降、浅草はその門前町として
栄えてきました。
　本特集では、浅草寺から寄託いただいた仏像13件17体を一堂に展示します。浅草
寺には、絶対の秘仏として他見が許されない本尊のほかに、関東大震災や東京大空
襲の災禍を免

まぬか

れて伝えられた仏像が多くあります。また、第二次世界大戦後に支援者
から寄進された像のなかにも注目すべき仏像が含まれていることが、近年実施された
寺内の総合的な文化財調査で明らかとなりました。本特集は、これまで公開されること
が少なかった浅草寺の仏像を広く紹介する機会となります。天台宗の古刹であった浅
草寺に伝えられる 、貴重な寺宝の数かずをご覧ください。



伝法院大書院及び庭園（画像提供：浅草寺） 参考
聖観音菩薩像（柳御影）
文政10年（1827）頃
浅草寺蔵
（画像提供：浅草寺）

浅草寺の秘仏本尊

伝法院とその安置仏

　伝法院は浅草寺の本坊で、境内の南西に
位置します。東京大空襲の災禍を免れた寺内
の数少ない建築で、安永6年に再建された客
殿を中心に、書院群などが付属します。貞享
2年（1685）から幕末まで、浅草寺は寛

かん

永
えい

寺
じ

の管理下に置かれ、元文5年（1740）か
らは寛永寺住職を代々務めた輪

りん

王
のう

寺
じの

宮
みや

と呼ば
れる皇族出身の法

ほっ

親
しん

王
のう

が、浅草寺住職も兼務
しました。通常はその代理が派遣され、この
伝法院で執務したのです。
　客殿には珍しく、内

ない

陣
じん

が3室設けられてい
ます。中央が阿

あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

を本尊とする阿弥陀
堂、向かって右側が不動明王（№1）や大

だい

威
い

徳
とく

明
みょう

王
おう

（№2）などを祀
まつ

る護摩堂、左側が慈
じ

恵
え

大
だい

師
し

（№12）などの天台祖
そ

師
し

を祀る祖師
堂として信仰されてきました。また、変化に富
んだ景観が美しい庭園は、国の名勝に指定さ
れており、不定期に特別公開されています。

　怒りの表情を浮かべる不動明王は、大
だい

日
にち

如
にょ

来
らい

の使者で
あり、右手の宝剣、左手の羂

けん

索
さく

（投げ縄）に象徴される
ように、仏敵を退

しりぞ

ける仏として信仰を集めました。巻き髪で、
左目をすがめて睨

にら

み、牙を互い違いに生やすといった特
徴は、平安時代前期（10世紀）以降に不動明王図像の
典型となる「不動十

じゅう

九
きゅう

観
か ん

」にのっとったものと思われます。
丸みのある穏やかな肉取り、浅く整えられた衣の襞

ひだ

などか
ら、平安時代後期（12世紀）に製作されたとみられます。
　本像は、安永6年（1777）に再建された伝

でん

法
ぼう

院
いん

客殿（重
要文化財）内の護

ご

摩
ま

堂
どう

の本尊として伝来しました。文化
10年（1813）の『浅

せん

草
そう

寺
じ

志
し

』に記された像にあたると思
われますが、それ以前の来歴はわかっていません。とは
いえ、戦災で多くの堂塔が失われた浅草寺に伝えられる
屈指の古像として、東京都指定文化財となっています。

1.
The Wisdom King Fudō
平安時代・12世紀

不
ふ

動
ど う

明
みょう

王
お う

立
りゅう

像
ぞ う
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聖観音菩薩像（柳御影）
文政10年（1827）頃
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浅草寺の秘仏本尊

伝法院とその安置仏

　五大明王の一尊である大威徳明王は、インドのこ
とばであるサンスクリット語でヤマーンタカ（死神ヤマ
〈閻

えん

魔
ま

天
てん

〉を倒す者）といい、ヤマの象徴である水
牛にまたがる姿をしています。足が6脚あるため、日
本では六

ろく

足
そく

尊
そん

とも呼ばれました。水牛は、一般的には
うずくまる姿が多く、直立する水牛として珍しい遺品と
いえます。また、大威徳明王が6脚すべてを左右に垂
らす姿勢も類例が少なく、何か特殊な典拠があったの
かもしれません。
　的確な肉取りや自然な着衣表現から、鎌倉時代に
製作されたとみられます。水牛も同時期に造られたと
みてよいでしょう。詳しい来歴は不明ですが、安永6
年に再建された伝法院客殿の護摩堂に安置されまし
た。不動明王立像（№1）とともに文化10年の『浅
草寺志』に記された像にあたると考えられます。

　推古天皇36年に隅田川に現れ、浅草寺
の本尊として信仰を集めてきた観音菩薩像
は、大化元年（645）、夢のお告げにより
勝
しょう

海
か い

上
しょう

人
に ん

（生没年不詳）が秘仏と定めて
以来、代々の住職でさえ拝することはでき
ません。
　諸説ありますが、中興の祖である慈覚大
師円仁は、秘仏本尊の代わりとなるお前

まえ

立
だ

ちの像を造り、あわせて柳の木にその姿を
刻んで版画にしたと伝えられます。その姿
は、左手で蓮華の茎を持ち、右手を添え
て蕾

つぼみ

を開こうとするものです。この版画は、
のちに「柳

やなぎの

御
み

影
えい

」と呼ばれ、他見の許さ
れない秘仏本尊の代わりに親しまれてきま
した。

2.
The Wisdom King Daiitoku
鎌倉時代・13世紀

大
だ い

威
い

徳
と く

明
みょう

王
お う

騎
き

牛
ぎゅう

像
ぞ う



4 5

　東南西北の四方を護
まも

る四天王の像です。持
じ

国
こく

天
てん

を緑、増
ぞう

長
ちょう

天
てん

を赤、広
こう

目
もく

天
てん

を白、多
た

聞
もん

天
てん

を紺とする配色や、
体勢の組み合わせは、鎌倉時代に運

うん

慶
けい

（生年不詳〜 1223）たちによって再興された奈良・東
とう

大
だい

寺
じ

大
だい

仏
ぶつ

殿
でん

の
四天王像（現存せず）にならうとされます。表現や技法が近い類品に、文永6年（1269）頃の東大寺千

せん

手
じゅ

堂
どう

の四天王像があります。

広目天（部分）
ベルトのバックルにあたる獅

し
嚙
がみ
は、獣や龍など、各像で異なります。

増長天（部分）
拝する者を睨

にら
みつけ、顔中の筋肉を強ばらせた点が、迫真的で見事。

広目天 増長天

3.
The Four Heavenly Kings
鎌倉時代・13世紀

四
し

天
て ん

王
の う

立
りゅう

像
ぞ う



4 5

　堅実な写実的表現を基調とし、1尺（約30cm）の像にしては珍しく、頭部と体部を別材とするなど細かな部材で構成されており、彩色などの
装飾も入念にほどこされています。このことから、鎌倉時代に奈良を拠点に活躍した仏師善

ぜん

円
えん

（1197 ～ 1258）を中心とする、いわゆる善
ぜん

派
ぱ

系統の作者が想定されます。昭和53年（1978）に朝日信用金庫の会長を務めた長
なが

野
の

幸
ゆき

彦
ひこ

氏（1932 〜 2017）から寄進されるまでの来歴は
確認できないものの、旧箱には「南

なん

都
と

興
こう

福
ふく

寺
じ

伝
でん

来
らい

」という箱書きがあります。

持国天（部分）
華麗な彩色や、極細の金

きん
箔
ぱく
で表わされた截

きり
金
かね
文様も見どころ。

多聞天（部分）
内に込められた怒りの表情が、繊細な彫刻で表わされます。　

持国天 多聞天



再発見された僧形坐像とその仲間たち

参考
売立目録『東洋古美術展覧会目録』
高島屋、昭和13年
（画像提供：東京文化財研究所）

6

　浅草寺には、戦後さまざまな支援者が寄進しました。美術
史上注目すべき作品も少なくありません。そのひとつが僧形
坐像（No4）です。頰が長く、肉感的な頭部の表現に対して、
体部はおおまかに表わされ、脚の組み方もはっきりしません。
こうした表現に加え、用材にはクスノキ科の広葉樹材を使用
し、瞳に練

ねり

物
もの

とみられる異材を嵌
は

めるといった技法的な特色
から、中国の江

こう

南
なん

地方で、唐
とう

から五
ご

代
だい

十
じっ

国
こく

時代にかけて製
作されたとみられます。
　従来、大きさがほぼ同一で、表現や技法が酷似する僧形
像が複数知られていました。大阪・観

かん

心
しん

寺
じ

像（重要文化財）
がその代表で、滋賀・千

せん

手
じゅ

寺
じ

像、京都・善
ぜん

願
がん

寺
じ

像（2体）、
アメリカのミネアポリス美術館像の計5体があります。ひとき
わ出来栄えが優れる観心寺像のみ、資財帳の記載によって
元慶7年（883）時点での所在が知られるものの、それ以外
の像の来歴は不明で、そもそも同じセットかどうかもわかりま
せん。各像は年齢を造り分けていますが、特定の人物を表
わした肖像とは考えにくく、模範的な僧侶の姿として信仰され
た聖

しょう

僧
そ う

像である可能性が指摘されています。
　その5体のほかに、昭和13年（1938）に高島屋で開催さ
れた古美術品の売

うり

立
たて

に出品された像の存在が知られていま

したが、行
ゆく

方
え

がわからなくなっていました。近年の調査により、
浅草寺の僧形坐像がまさにこれにあたる像であることがわか
りました。来歴は不明ながら、昭和53年に長野幸彦氏より
奉納されたことが寺に残る記録から判明しました。本像の再
発見を経て、一連の僧形像の研究がますます盛んになること
が期待されます。

頭部の肉づけは生 し々く、実際の人体に近い表現がなされています。4.
Buddhist Priest
唐～五代十国時代・9 ～ 10世紀

僧
そ う

形
ぎょう

坐
ざ

像
ぞ う
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　頭部に肉
にっ

髻
けい

の瘤
こぶ

を表わす一般的な如来の
姿ですが、体部が失われているため尊名は特
定できません。頰の張った丸顔で、穏やかな
表情をつくるのは、平安時代後期（12世紀）
に全国各地で流行した仏師定

じょう

朝
ちょう

（生年不詳
～ 1057）の作風に由来します。おそらく坐像
なら3尺（約90センチ）、立像ならその倍ほど
の大きさだったのでしょう。たび重なる災禍に
あった浅草寺で、頭部だけ大切に伝えられて
きたことから、寺内の堂宇に祀られていた可
能性があります。

　左脚を立て膝にする体勢が珍しい菩薩像。頭上に
五つの髻

もとどり

を結うとみられ、知恵をつかさどる五髻文殊
菩薩の可能性があります。小像ながら肉感的な体

たい

軀
く

や
写実的な衣の表現が巧みで、鎌倉時代に製作され
たものでしょう。厨

ず

子
し

に来歴が記されており、明
治時代に奈良で見出されたのち、多数の名士の
手を経て、昭和4年（1929）に浅草寺貫

かん

首
す

の
就任祝いとして大

お お

森
も り

亮
りょう

順
じゅん

氏（1878 ～ 1950）
へ贈られたことがわかります。

　切れ長の目と高く結われた髻が印象深
い菩薩像。体部は一材を前後に割って
成形しており、背面材裏側の墨書銘か
ら製作年や作者が判明します。美

み ま

作
さ か

法
ほ っ

橋
きょう

の肩書をもつ仏師宗
そう

清
せい

（生没年不詳）
は、「宗」の字から宗

そう

慶
けい

（生没年不詳）
弟子筋の慶

けい

派
は

仏師とみられ、宗盛や宗
誓といった名前でも愛媛・大

おお

山
やま

祇
づみ

神社
の守

しゅ

門
もん

神
じん

像
ぞう

や広島・常
じょう

称
しょう

寺
じ

の阿弥陀如
来立像といった遺品が残ります。近代以
前の来歴はわからないものの、大正時
代の売立目録に登場し、某家から大

おお

岡
おか

育
いく

造
ぞう

氏（硯
けん

海
かい

、1856 〜 1928）の手
を経て、昭和53年に長野幸彦氏から寄
進されました。

　目が細く、やや下膨れの顔立ちや、賑
にぎ

やかな衣の襞の表現から、
仏師椿

つば

井
い

次
じ

郎
ろう

（生没年不詳）が製作したとみられます。椿井次郎
の他の作品との比較から、天文年間（1532 ～ 55）頃の作と考え
られます。椿井仏所は鎌倉時代末期に起源をもつ奈良の造仏所で、
室町時代を通して活躍しました。当時では珍しい、胸の前で説

せっ

法
ぽう

印
いん

を結ぶ阿弥陀如来の姿は、2代遡
さかのぼ

る椿井春
しゅん

慶
け い

（生年不詳〜 1499）
が再興を担当した多

と う

武
の

峰
み ね

妙
みょう

楽
ら く

寺
じ

（現奈良・談
たん

山
ざん

神社）の講堂本尊
にならったとの説があり、典拠が推測できる模像として貴重です。

　聖天は、歓
かん

喜
ぎ

天
てん

ともいわれる、インドのガネーシャ
神に由来する財福神です。日本では、象の頭をもつ
男女の神が抱き合う姿で表わされるのが一般的
ですが、象をあしらった冠をかぶる童子の姿で
も信仰され、歓喜童子とも呼ばれます。着衣
の華やかな文様が目を引きますが、厨子内の
貼紙によれば、寛永寺僧の凌

りょう

雲
うん

院
いん

尚
しょう

詮
せん

（生没
年不詳）が開眼し、代 「々神田宗

そう

庭
てい

」を襲名
した同寺の絵仏師が彩色したとわかります。
江戸時代、浅草寺が寛永寺の管理下にあっ
たために伝来したのでしょう。

7.
The Bodhisattva Monju
鎌倉時代・13 ～ 14世紀

五
ご

髻
け い

文
も ん

殊
じ ゅ

菩
ぼ

薩
さ つ

坐
ざ

像
ぞ う

5.
Head of a Buddha
平安時代・12世紀

仏
ぶ っ

頭
と う

6.
Bodhisattva  
宗清作  南北朝時代・暦応2年（1339）

菩
ぼ

薩
さ つ

坐
ざ

像
ぞ う

9.
The Deva Kangiten
江戸時代・17 ～ 18世紀

聖
しょう

天
て ん

坐
ざ

像
ぞ う

8.
The Buddha Amida
室町時代・16世紀

阿
あ

弥
み

陀
だ

如
に ょ

来
ら い

坐
ざ

像
ぞ う
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　煩悩すら悟りに昇華させる密教では、愛欲をつかさどる仏とし
て愛染明王が信仰されました。獅子をかたどった冠や赤い身色
が特徴です。6本の腕をバランスよくまとめ、体部の奥行きも厚く、
衣の襞にも堅実な写実的表現がみられます。やや誇張された表
情などをふまえれば、14世紀初め頃に製作されたとみられます。
小さな像なので構造上は不要ですが、像底材から像

ぞう

心
しん

束
づか

と呼ば
れる支柱を彫り出すなど、作者のこだわりがうかがえます。

　西方起源の神である風神と雷神は、日本では浅草寺雷
かみなり

門
もん

（風
ふう

雷
らい

神
じん

門
もん

）に安置されていることで有名ですが、本来は千
せん

手
じゅ

観
かん

音
のん

をとりまく
二
に

十
じゅう

八
は ち

部
ぶ

衆
しゅう

と呼ばれる神 に々伴うことの多い尊像です。この2体も、も
とは群像の一部だった可能性があります。滑

こっ

稽
けい

味
み

のある表情や、躍
動的な体勢は類品の多くと同様に、京都・妙

みょう

法
ほう

院
いん

三
さん

十
じゅう

三
さん

間
げん

堂
どう

（蓮
れん

華
げ

王
おう

院
いん

）の風神・雷神像（鎌倉時代・13世紀）にならいますが、片脚
で立ち疾走するような姿勢や、風神の袋の持ち方などが特徴的です。

　比
ひ

叡
えい

山
ざん

中興の祖とされる慈恵大
師良

りょう

源
げん

（912 ～ 85）は、最
さい

澄
ちょう

（76
7 〜 822）と並び広く信仰の対象となった有名な天台僧です。厳しい
表情、数

じゅ

珠
ず

と金
こん

剛
ごう

杵
しょ

を持つ姿で知られます。安永6年再建の伝法院客
殿内祖師堂には天台ゆかりの祖師たちが祀られます。本像もその頃に
製作されたのでしょう。良源にはさまざまな逸話があり、疫病の神を退
けた際に自身も鬼の姿に変化したとされます。その姿は角大師と呼ばれ、
護符などの魔

ま

除
よ

けとして信仰を集めました。彫像の遺品（№13）は珍
しく、慈恵大師坐像（№12）のそばに安置されていたようです。

12.
The Buddhist Priest Jie Daishi
江戸時代・18世紀

慈
じ

恵
え

大
だ い

師
し

坐
ざ

像
ぞ う

13.
The Buddhist Priest Tsuno Daishi
江戸～明治時代・19世紀

角
つ の

大
だ い

師
し

坐
ざ

像
ぞ う

10.
The Wisdom King Aizen
鎌倉～南北朝時代・14世紀

愛
あ い

染
ぜ ん

明
みょう

王
お う

坐
ざ

像
ぞ う

11.
The Wind God and Thunder God
鎌倉～南北朝時代・13 ～ 14世紀

風
ふ う

神
じ ん

・雷
ら い

神
じ ん

立
りゅう

像
ぞ う 左：雷神、右：風神

・参考文献：浅草寺什宝研究会編集・紺野敏文監修『浅草寺什宝目録』1彫刻編、
金龍山浅草寺、2018年

・作品はすべて東京・浅草寺所蔵です。
・本特集は、平成24 ～ 29年（2012 ～ 17）に浅草寺什宝研究会により実施された、
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